
 

 本市では、平成１６年１０月に高梁市人材育成基本方針を策定し、平成２２年１０月

の改訂を経て、採用、配置、能力開発、評価等の人事諸制度を活用しながら計画的・総

合的な人材育成に取り組んできました。その後の公務員制度を取り巻く状況や、若い

世代を中心とした価値観の変化に対応するため、総務省の報告書を踏まえ、「人財育成・

確保基本方針」を改定します。 

 
社会情勢等の変化 

公務員制度を取り

巻く状況の変化 

1 人事評価制度の導入 

2 女性活躍推進 

3 働き方改革の推進 

4 ワークライフバランスの推進 

 

感染症拡大に伴

う変化 

デジタル社会の実現に向けた取組

の推進 

職員の価値観の

変化 

「仕事」「家庭・プライベート」に

対する価値観の変化 

・令和２年度「地方公共団体における今後の人材育成の方策に関す

る研究会」報告書 

・令和５年度「人材育成・確保基本方針策定指針」 

総務省 

１.改定の経緯 

人材育成の目的を達成するため、「求められる職員像」及び「職員に求めら

れる能力」の二つを掲げるとともに、人材育成に必要な 4 つの要素である「人

材確保」、「人材育成」、「適正配置・処遇」、「職場環境の整備」を踏まえ、高

梁市職員の人材育成を進めていきます。 

2.人財育成・確保基本方針の全体像 

【人材育成の目的】～市民と共に、未来を創る～ 

【求められる職員像】 

▶市民目線を忘れず、市民と共に働く職員 

▶視野を広く持ち、柔軟な思考で課題解決ができる職員 

▶職員個々人を尊重し、組織力向上に努める職員 

【職員に求められる能力】 

規律性、政策形成能力、企画力、取組姿勢、組織運営能力、責任感、チームワーク、交渉

力・調整力、対話力、リスク管理能力、業務遂行能力、人材育成 

人材確保 
職場環境 

の整備 

人材育成 
適正配置・ 

処遇 

【 必要な視点 】 

● 職員採用 

● 魅力発信 

● 人材活用 

【 必要な視点 】 

● 組織目標の共有 

● 働きやすい職場 

【 必要な視点 】 

● 職場研修、自主研修 

● 人事評価制度 

● ストレングスファインダー 

● 給与制度 
● 昇任・昇格制度 

● 適材適所 

● 多様な人材の活躍 

● デジタル人材の育成 

必要な視点 【 】 



 
3.求められる職員像 

 

▶市民目線を忘れず、市民と共に働く職員 

〇地域ごとの特性を理解し、市民と共に地域を活性化させる取組に積極的

に関わる。また、地域の伝統や文化を尊重しつつ、新しい取組を提案し 

、実行に移すことができる職員。これらを通して、市民と深いつながり

を持ち、より有効な施策を実現することができる職員。 

 

 

▶視野を広く持ち、柔軟な思考で課題解決ができる職員 

〇限られた資源の中で、多様な課題に対処するため、固定観念に捉われず 

、物事を多角的に捉える柔軟な思考を持ち、既存の枠組みを越えた創造

力で解決策を見出す職員。 

 

 

▶職員個々人を尊重し、組織力向上に努める職員 

〇職員個々人の能力や貢献を認め、尊重することで職員一人ひとりの自尊

心を高め、職員個々人のエンゲージメントの向上につなげることができ

る職員。 

 

〇多様な背景を持つ職員を個々に尊重することで、多様な視点やアイデア

を持つことができる職員。 

 

〇職員個々人を尊重することで、組織内部の信頼関係を構築し、相互尊重

の組織風土を醸成する。これにより、職員間のコミュニケーションが円

滑になり、協働する際の摩擦を減少させ、目的達成に向けて効率的に動

くことができる職員。 

4.四つの要素に基づく体系的取組の推進 

人材確保
職場環境

の整備

人材育成
適正配置・

処遇

組織力向上の好環境

必要な視点 必要な視点 

必要な視点 

必要な視点 

◆職員採用 
求められる職員像の設定 

 

◆魅力発信 
選ばれる自治体となるための魅力発信 

 

◆人材活用 
外部人材等の確保、活用 

◆組織目標の共有 
組織理念（組織目標宣言）の構築 

と共有 
 

◆働きやすい職場 
誰もが働きやすい職場環境の整備 

（エンゲージメントの向上） 

 

◆職場研修、自主研修 
職員研修、ＯＪＴの実施 

◆デジタル人材の育成 
 行政のデジタル化を進める上 

で必要な人材の育成 
 

◆人事評価制度 
人事評価による管理職等の育 

成的関与 
 

◆ストレングスファインダー 

手法の活用 
強みや可能性に焦点をあてて 

一緒に前進する思考法の共有 

◆給与制度 
人事評価結果の活用 

 

◆昇任・昇格制度 
適正な制度の運用 

 

◆適材適所 
適正な配置と処遇 

 

◆多様な人材の活躍 
キャリアパスの例示 

【取組】 

大学等に対する積極的なリク 

ルート活動 

【取組】 

業務のスクラップによる、時間外 

勤務の縮減 

心理的安全性の向上 

【取組】 

集合研修・オンライン研 

修の併用、人事評価面談 

【取組】 

人事評価、所属長からの 

意見、自己申告書 


